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はじめに 

近年ＯＡダクトの結露事故が散見されます。昨今の異常気象を始めとした高温多湿時代の結露の環境的

要因等に対応するべく、結露トラブル状況を改めて検証と分析を行いました。本文ではその事例調査に

ついて結果をご報告いたします。 

 

１．ＯＡダクト結露事故過去事例 

 

事例 1 製薬工場（富山市） 

発生日 2010 年２月 

現場名 製薬工場（富山市） 

環境 室内温度２２°Ｃ 外気温-5°C 

（富山市気温 気象庁） 

概要 空調機械室にて OA ダクト、ガラリが結露→環境下による結露事故。 

原因 冬場の時期であり、暴風雪注意報が連発する地域であった。実内温度は２２°Ｃで外気

との寒暖差があった。それにより 0℃以下の外気がダクト内部に侵入し急激に鉄板が冷

え結露が発生したと考えられる。雪による湿気かかった外気がダクトの内部に入ると空

気の層がありダクトの底場や、フランジ部に結露が発生した。現場指定の保温仕様が

24K だったのに対し、32K のグラスウールにて施工したが結露が発生した。 
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対策 

対応 

結露が発生した OA ガラリの底場ロフランジ分にゴム断熱材シート(13ｔ)を貼り、その

上から 32Ｋ25ｔのグラスウールを巻きなおした。
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事例 ２ 再開発ビル（名古屋市） 

発生日時 2011 年２月  

現場名 再開発ビル（名古屋市）２５階建て 

環境 室内温度 25°Ｃ～28°C 湿度 50～60％ 外気温最低 3°C 前後 

（設計時 室内温度 22°Ｃ～23°C 湿度 40％） 

概要 天井内が結露し天井ボードに染みが発生。OA ダクトの結露が発覚した。 

原因 当初の設計と違う環境下であった為結露が発生した。設計当初 23℃、湿度 40％

の環境での仕様を設計されていたが、実際結露が発生した場所は室内温度

25~28℃、湿度 50~60％の環境下であった。調査したところ、感染症対策とし

て室内を過剰に加湿していたことも要因の一つ。 

対策 

対応 

結露箇所がダクトのフランジ部、エルボ部、接手部にてリークしている箇所で発

生しているため、ダクト本体をラッピング。フランジ部はペフ等にて処理し保

温。加湿器等の使用もある程度加味した設定が必要となる。その後結露無し。 
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事例 ３ 医薬品工場 新潟県新潟市 

発生日 2012 年 11 月 

現場名 医薬品工場 新潟県新潟市 

環境 外気温 5～10℃ 外部湿度 70％ 

   

 

 

概要 機械室内の OA ダクト 空調機、外壁周りの鉄骨が結露。 

原因 機械室内が機器の熱の影響で２４時間想定より暖かく、換気扇等もなかった。また通

常では結露しない空調機本体も結露を起こしていたため、湿度も想定と違う可能性が

ある。 

対策 

対応 

保温撤去後にフランジ部にシリコンにてリーク防止を施し、再保温を行う。VD ハンド

ルシャフト部およびインジケーター部をアーマフレックス 25ｔにて保温を行う。（３

２か所）今後の対策としては施工前に結露事例や結露のリスクを説明し、施工方法を

帰る必要がある。 
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事例 ４ 半導体工場（福島県  太平洋海岸そば）  

発生日 ２０２３年２月 

現場名 半導体工場（福島県  太平洋海岸そば） 

環境 室内温度２０°Ｃ前後 外気温 0°C 以下 

概要 工場内露出部 OA ダクトが環境下による寒暖の差で結露。 

原因 冬場の時期であり、冬場の OA ダクト内はマイナスの空気を取り込む為、 

室内温度との差によって機器置場・一般エリアにて結露を起こした。 

 

対策 

対応 

ＧＷロール 24Ｋ25ｍｍ→ＧＷ板 40Ｋ50ｍｍに変更。アルミ鋲→断熱鋲に変更。 

フランジ部からのリーク防止のため、保温材取り付け前にラップ材を取り付ける。 

外気温・設定室温との差は事前調査が必至。見積の段階で結露の危険性について説明

を行い、断熱性能の高い断熱材を提案する。その後結露無し。 
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事例 ５ 食品倉庫（チルドルーム）神奈川県 

発生日 2023 年 6 月 

現場名 食品倉庫（チルドルーム）神奈川県 

環境 外気温 30℃ 天井内 10℃ 

概要 保冷倉庫天井内 OA ダクト チルドルーム上、天井内。 

原因 保冷倉庫の施工、生外気によりダクト内部に結露が発生した。外気温度高く、室内温

度低く結露発生の稀少事例。ＧＷロール 24Ｋ25ｍｍで施工。ダクト内部結露発生。 

対策 

対応 

保冷倉庫に合わせ、ゴム断熱で施工。 結露止まる。 

 

 

 

２．原因追及及び考察 

【2-1】個々事案の原因追及及びまとめ 

 本調査では OA ダクトにおける結露の発生状況を過去事案からまとめました。 

弊社の過去事案の主な原因は以下の通りです。 

1. 雨季・冬季の湿度の変化が大きい季節を考慮した保温仕様の選定。 

2. 運用計画（機械室・工場の 24 時間稼働）による室内温度を考慮した保温仕様の選定。 

3. 客先の運用状況（感染症増加によって湿度を上げての運用等）を考慮した保温仕様の選定。 

4. 高層階における外気温変化に考慮した保温仕様の選定。 

 

上記、原因について個々に考察をしていきます。 

 

【2-2】雨季・冬季の湿度の変化が大きい季節を考慮した保温仕様の選定 

本調査の過去事例検証の結果、雨季と冬季において結露が特に顕著であることがわかりました。 

雨季と冬季における結露発生の主な原因は以下の通りです。 

 

1. 雨季：外気の高温多湿によって、ダクト内の冷たい空気との接触面で結露が発生しやすい。さらに

降雨時には通常時より湿度が高くなります。これは、雨粒が蒸発して空気中の水蒸気量が増加する

ためであり、特に気温が高い時期の降雨では、空気がより多くの水蒸気を保持するため、相対湿度

が上昇します。 
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2. 冬季：外気温が低く、建物内の暖かい湿った空気が冷たいダクト表面で急速に冷却され、結露が生

じやすいです。降雪時は、湿度の変化は異なる。気温が低いときは通常、空気中に含まれる水蒸気

の量は少なくなります。また降雪が始まると、空気中の水蒸気が雪の結晶として凝結するため、相

対湿度が一時的に減少することがあるが、降雪が続くと、雪の融解や蒸発によって空気中の水蒸気

量が増え、急激に相対湿度が上昇します。 

 

例として過去事例６を元に熱計算を行いました。 

条件は以下の通りです。 

 

・内部温度-2 度（外気から取り込むダクト内部の温度） 

・外気温度 20 度（ダクト外の室内温度） 

・相対湿度：60％ 

 

 

表-1 グラスウール保温板 24ｋを使用した場合 

保温厚 mm 放散熱量 W/m² 保温材表面温度 ℃ 判定結果 

10 -55.1 13.1     結露しない 

15 -41.0 14.9     結露しない 

20 -32.7 15.9     結露しない 

25 -27.1 16.6     結露しない 

30 -23.2 17.1     結露しない 

 

表 1 の通り、現行の一般的な規格である 24ｋ25ｔを使用しても理論上は結露を起こさないという結果

になりました。 

次に降雨・降雪時にて検証を行います。降雨・降雪時の相対湿度を 80％と仮定します。 

 

表-2 グラスウール保温板 24ｋを使用した場合 

保温厚 mm 放散熱量 W/m² 保温材表面温度 ℃ 判定結果 

10 -55.5 13.1  ** 結露する ** 

15 -41.3 14.8  ** 結露する ** 

20 -32.9 15.9  ** 結露する ** 

25 -27.4 16.6  ** 結露する ** 

30 -23.4 17.1     結露しない 

 

表-3 グラスウール保温板 40ｋを使用した場合 
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保温厚 mm 放散熱量 W/m² 保温材表面温度 ℃ 判定結果 

10 -52.1 13.5  ** 結露する ** 

15 -38.6 15.2  ** 結露する ** 

20 -30.6 16.2  ** 結露する ** 

25 -25.4 16.8     結露しない 

30 -21.6 17.3     結露しない 

 

グラスウール保温板の 24K・40ｋでそれぞれ検証いたしました。 

想定湿度である 60％で計算した場合は 24Ｋでも結露は起こさないという結果でしたが、 

表 2 では 24Ｋを使用した際の熱計算です。一般的な規格である 25ｔを利用した場合、結露してしまう

想定です。表 3 では 40ｋにて検証を行いました。40ｋであれば同じ 25ｔでも、降雨降雪時でも結露が

起こる可能性は低いと考えられます。 

上記の通り、雨季・冬季は温度及び湿度の変化による結露の可能性に加え、連続した降雨や降雪を考慮

した保温仕様を提案する必要があると考えます。また降雪後の気温の低下等を鑑みると上記の結果以上

に相対湿度が上がることが考えられ、降雪が多い地域では特に危惧する必要があります。例えば、降雪

日数によって県ごとに区分けし、断熱仕様を定めるなどの方法は有効だと思われます。現場調査時、ま

たは打ち合わせ時に現場地域の湿度・温度だけではなく降雪・降雨にも備えた熱計算及び断熱等級の提

案が必要です。 

 

【2-3】運用計画（機械室の２４時間稼働による熱、保冷目的の運用等）を考慮した保温仕様の選定 

 本調査の過去事例検証の結果、運用計画に準じていない保温工事及び断熱材の選定によって結露を起

こした事例がありました。図面情報だけでなく事前の打ち合わせによって、設備の運用計画等まで把握

し、断熱の提案をする必要があります。環境的要因と違いこちらは推測できる事象であり、必要な知識

と適切な提案ができれば、防げるトラブルだと思われます。施主様、ゼネコン様、サブコン様、施工業

者様で密なコミュニケーションをとり、懸念される可能性をしっかりと把握する必要があります。 

 

【2-4】客先の運用状況（感染症増加によって湿度を上げての運用等）を考慮した保温仕様の選定 

 室内の湿度を想定より高く使用するケースがあり、結露が発生する事案がありました。昨今、感染症

の増加等もあり室内湿度を今まで以上に高く設定し利用しているケースが増えています。コロナ時に厚

生労働省より推奨された室内湿度は 40-70 度となっており、事業所として利用する場合は室内の湿度

はおおむね 50％以上で使われている想定で今後は保温仕様を提案する必要があると考えます。 
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【2-5】高層階における気温変化に考慮した保温仕様の選定 

本調査の凡例でもビル工事にて結露の事象が起きております。一般的に高度が 100ｍ上がるたびに

１℃気温が下がるとされております。ビル等高度がある設備の保温では、階層ごとに設定温度の変化と

それに伴う相対湿度の上昇を勘案したうえでの保温設備の提案が必要と考えます。 

 

例として過去事例３の環境設定を元に熱計算を行いました。 

条件は以下の通りです。 

 

・内部温度 5 度（外気から取り込むダクト内部の温度） 

・外気温度 28 度（ダクト外の室内温度） 

・相対湿度：80％（降雨・降雪時を想定） 

 

表-4 グラスウール保温板 24ｋを使用した場合 

保温厚 mm 
放散熱量 

W/m² 
保温材表面温度 ℃ 判定結果 

10 -59.3 20.6  ** 結露する ** 

画像 1（出典：厚生労働省） 
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15 -44.3 22.5  ** 結露する ** 

20 -35.3 23.6  ** 結露する ** 

25 -29.4 24.3  ** 結露する ** 

30 -25.2 24.9     結露しない 

 

降雨・降雪時の相対湿度を 80％と仮定し計算を行った場合では、高度による気温の変化を、加味せず

とも一般的な規格である 25ｔは結露する結果となりました。2-2 でも考察した通り、雨季や冬季にお

ける頻繁な降雪・降雨を勘案すると 24ｋでは保温が難しいと考えられます。 

 

表-5 グラスウール保温板 40ｋを使用した場合 

保温厚 mm 
放散熱量 

W/m² 
保温材表面温度 ℃ 判定結果 

10 -55.5 21.1  ** 結露する ** 

15 -41.2 22.9  ** 結露する ** 

20 -32.7 23.9  ** 結露する ** 

25 -27.1 24.6     結露しない 

30 -23.2 25.1     結露しない 

 

 

次にグラスウール 40K を使用した場合です。高度による気温の変化を加味しなければ、降雨・降雪を考

慮した場合でも、計算上は結露しない結果となりました。 

 

高度が 100ｍ上がり、取り込む外気の温度が１℃下がった条件にて再計算を行います。 

条件は以下の通りです。 

 

・内部温度 4℃（外気から取り込むダクト内部の温度） 

・外気温度 28℃（ダクト外の室内温度） 

・相対湿度：80％（降雨・降雪時を想定） 

 

表-6 グラスウール保温板 40ｋを使用した場合 

保温厚 mm 
放散熱量 

W/m² 
保温材表面温度 ℃ 判定結果 

10 -62.5 20.2  ** 結露する ** 

15 -46.3 22.2  ** 結露する ** 

20 -36.8 23.4  ** 結露する ** 
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25 -30.5 24.2  ** 結露する ** 

30 -26.1 24.7     結露しない 

 

先の結果で結露を起こさない結果だったグラスウール 40ｋにて計算を行いました。 

高度が 100ｍ上がったと仮定し１℃下げた外気温４℃の条件でも 25ｔは結露を起こす結果となりまし

た。気温の変化による相対湿度の変化や、降雪時の急激な気温の低下等まで鑑みると、高所等の施工に

おいてはグラスウールでの保温は難しいかもしれません。 

 

 

3.おわりに  

OA ダクトで起こった結露事例をもとに、調査の集計と考察をおこなってきました。昨今の異常気象

も相まって現行の断熱等級では今までは結露を起こさずとも、今後結露を引き起こすような危険性は高

まりつつあります。コスト等、その他現場の都合もあるかと思われますが、トラブル防止、ひいてはお

客様に快適な環境を提供できるよう、事前の打ち合わせと等級を上げた保温の提案が必要です。特に降

雨・降雪の激しい地域では一般的な保温の規格より等級を上げた提案が必要であり、ビル等の高層設備

に関しては高度による気温の変化を鑑みた保温の提案が必要になります。現場の環境をよく確認し、適

正な仕様を選定の上、正しい要領で施工を行うことが重要です。 

 


